
 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【データソース】 

幸田町 

①～④健康づくりに関するアンケート調査（令和５年度） 



 

⑤⑥幸田町住民健康診査・人間ドック健康診査結果（令和５年度） 

愛知県 

①令和４年度愛知県生活習慣関連調査 

②⑤⑥第３期健康日本21あいち計画における令和4年度の現状値 

 

【目標値の考え方】 

①県の目標値（若い世代の朝食欠食率 10.0％以下）を考慮した目標値とし、中間評価では男性 75.0％、女性 82.5％を目標と

する。 

②目標値は国や県と同様の値とする。 

③現状よりも減少することを目標とする。 

④国の１日の野菜摂取量の目標である5皿を摂取するためには現状（2.67皿/日）の1.9倍摂取が必要である。現状から1.9倍

の値を目標値とする。 

⑤県の目標値への減少率と同率とする。 

⑥目標値は県と同様の値とする。 

⑦新たな取組となり、実績がないことから増加を目標とする。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
「イチオシの健康活動」とは、保健医療・福祉関係者や地域団体の代表者で構成されるワーキング部会で検討した町民の皆様

への健康づくりの提案と行政の取組をまとめたものです。  

子どもから大人（保護者）への情報発信をします 

町内統一の栄養バランスを示す「望ましい食生活の目安」を作ります 

子どもへの食に関する教育は、「学んだことを保護者に伝え、保護者も子ども

もより良い食生活を送ることができる」ことや、「大人になったときの行動に

つながる」ため重要です。 



 

 

 

 

 

 

出典：「ジュニアのためのスポーツ栄養学」 

 
出典：公益社団法人 日本医師会 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省「全国学力・学習状況調査」（令和元（2019）年度） 

朝食の効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

   

   

   

  

 
                          



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【データソース】 

幸田町 

①②健康づくりに関するアンケート調査（令和５年度） 

③後期高齢者医療健康診査実績値（令和４年度） 

愛知県 

①第３期健康日本21あいち計画における令和4年度の現状値 

②（参考）愛知県の1日平均歩数は男性8,562歩、女性6,245歩（調査方法は異なる） 

③後期高齢者医療健康診査実績値（令和４年度） 

 
【目標値の考え方】 

①目標値は県と同様の値とする。 

②国の目標と合わせた目標（現状値×10％の値を加える）とする。 

③将来推計から、後期高齢者の中でも 90 歳以上の割合が今後高くなると推計され、年齢が高くなるほど転倒リスクが高くな

ることから、減少を目標とする。 
  

 



 

  



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イチオシの健康活動」とは、保健医療・福祉関係者や地域団体の代表者で構成されるワーキング部会で検討した町民の皆様

への健康づくりの提案と行政の取組をまとめたものです。 

  

町民が自然と身体活動が行えるように環境整備を行います 

本計画から「自然に健康になれる環境づくり」という方針が追加されました。 

普段忙しくて健康意識の低い人でも、自然と運動できる環境を作れば、 

すべての人が健康に向かうことができるのではないでしょうか。 

 

 

【過去の取組】 

中央公園ランニングコー

スのクッション性舗装と

照明設備の設置 

【過去の取組】 

中央公園 

休憩スペースの整備 



 

 

 

出典：地方独立行政法人東京都健康⾧寿医療センター運動科学研究室⾧ 青栁幸利 
※協力：株式会社健康⾧寿研究所 http://kenju-jp.com/ 

出典：国土交通省「まちづくりにおける健康増進効果を       
把握するための歩行量（歩数）調査のガイドライン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩くことの効果って何があるの？ 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

【データソース】 

幸田町 

①③④健康づくりに関するアンケート調査（令和５年度） 

②幸田町福祉課「ゲートキーパー養成講座受講者数」集計データ（令和5年度） 

愛知県 

①③第３期健康日本21あいち計画における令和4年度の現状値 

 

【目標値の考え方】 

①目標値は国や県と同様の値とする。 

②ゲートキーパー養成講座受講者数50人以上/年を目標とする。 

③県同様、国の現状値に近づけることを目標とする。 

④国の現状値に近づけることを目標とする。（内閣府「人々のつながりに関する基礎調査」（令和５年）） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イチオシの健康活動」とは、保健医療・福祉関係者や地域団体の代表者で構成されるワーキング部会で検討した町民の皆様

への健康づくりの提案と行政の取組をまとめたものです。 

  

不安や悩み事は一人で抱え込まず、誰かに相談することが大切です 

自分に合ったストレス解消法を見つけよう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※Ｋ６（ケーシックス）とは、心理尺度でうつ病や不安障害などの精神疾患の可能性がある人をスクリーニングす

ることを目的として学術的に検討された質問票

 

 

出典：厚生労働省自殺対策推進室

こころの健康をチェックしてみよう 

あなたもなろう「ゲートキーパー」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
 

 

 

【データソース】 

幸田町 

①健康づくりに関するアンケート調査（令和５年度） 

②幸田町 特定健診・特定保健指導情報データを活用した分析・評価（令和３年度） 

愛知県 

①令和４年度愛知県生活習慣関連調査 

②幸田町 特定健診・特定保健指導情報データを活用した分析・評価（令和３年度） 

 

【目標値の考え方】 

①男女ともに現状値が愛知県より低いため、愛知県の現状値に近づけることを目標とする。 

②国の目標値と同様の値とする。

 

出典：厚生労働省「健康日本21」     

１日のアルコールの適切な量は純アルコール 20ｇです 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イチオシの健康活動」とは、保健医療・福祉関係者や地域団体の代表者で構成されるワーキング部会で検討した町民の皆様

への健康づくりの提案と行政の取組をまとめたものです。 

  

 
飲み過ぎ注意！節度ある適度な飲酒量を理解します 

週２日休肝日を持ちます 

『休肝日』とは、肝臓を休めるためにお酒を飲まない日のことを

指しています。 

連続して 2 日以上設けるのが望ましいとされています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

出典：厚生労働省「みんなに知ってほしい飲酒のこと」                                         

 

 

お酒との付き合い方を見直してみよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

【データソース】 

幸田町 

①②３歳児健康診査（令和５年） 

③20～39歳：健康づくりに関するアンケート調査（令和５年度） 

40～74歳：幸田町 特定健診・特定保健指導情報データを活用した分析・評価（令和３年度） 
 

愛知県 

①②３歳児健康診査（令和５年） 

③40～74歳：幸田町 特定健診・特定保健指導情報データを活用した分析・評価（令和３年度） 
 

【目標値の考え方】 

①～③国の考え方同様、喫煙している人のうち、やめたいと思う人の割合（26.1％）分の減少を目指す。（厚生労働省「国民

健康・栄養調査」（令和元年）） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イチオシの健康活動」とは、保健医療・福祉関係者や地域団体の代表者で構成されるワーキング部会で検討した町民の皆様

への健康づくりの提案と行政の取組をまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

喫煙の健康影響に関する参考：日本呼吸器学会「加熱式タバコや電子タバコに関する日本呼吸器学会の見解と提言」 
喫煙の健康影響に関する検討会「喫煙と健康 喫煙の健康影響に関する検討会報告書」 

 
 

 

出典：厚生労働省 生活習慣病予防のための健康情報サイト「ｅ-ヘルスネット」

新しいたばこなら大丈夫？ 

禁煙のメリットを周知します 

禁煙について、若い世代に向けたメッセージや取組が必要です。 

禁煙の効果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【データソース】 

幸田町 

①健康づくりに関するアンケート調査（令和５年度） 

②③令和５年度がん検診結果報告及び歯周疾患（歯周病）検診実施状況報告 

④特定健診・特定保健指導情報データを活用した分析・評価（令和３年度） 

⑤後期高齢者医療健康診査実績値（令和４年） 

愛知県 

①第３期健康日本21あいち計画における令和4年度の現状値 

②第２期愛知県歯科口腔保健基本計画における令和３年度の現状値 

③愛知県歯周疾患検診（令和４年度） 

④第３期健康日本21あいち計画における令和２年の現状値 

⑤後期高齢者医療健康診査実績値（令和４年） 

 

【目標値の考え方】 

①～④目標値は県と同様の値とする。（②は「第２期愛知県歯科口腔保健基本計画2024-2035」に掲載されている目標） 

⑤将来推計から、後期高齢者の中でも 90 歳以上の割合が今後高くなると推計され、年齢が高くなるほど固いものが食べにく

くなることから、減少を目標とする。 

 

 



 

 

 

出典：一般社団法人日本老年歯科医学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「イチオシの健康活動」とは、保健医療・福祉関係者や地域団体の代表者で構成されるワーキング部会で検討した町民の皆様

への健康づくりの提案と行政の取組をまとめたものです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オーラルフレイルって何？ 

 

「健口（けんこう） ～からだの健康は口から～」を周知します 

① 話す、食べる、飲み込むなどの口の機能は、咀嚼や嚥下、発音など生命維

持や生活の質に直結する役割を担っており、生涯を通じて大切ですが、そ

の大切さに関する知識は、まだ浸透していません。 

② 歯周病など口の病気は、全身の健康を損なう恐れがあります。そのため、

口の健康を維持することが重要です。 

※



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【データソース】 

幸田町 

①⑥（ア）（イ）（ウ）幸田町特定健診・特定保健指導情報データを活用した分析・評価（令和３年度） 

②令和４年度がん検診結果報告及び歯周疾患(歯周病)検診実施状況報告 

③幸田町保健事業のまとめ(令和５年度) 

④⑤地域保健・健康増進事業報告（令和５年度） 

愛知県 

①⑥（ア）（イ）（ウ）特定健診・特定保健指導情報データを活用した分析・評価（令和３年度） 

②県内市町村のがん検診の実施状況等について（令和４年度） 

④日本骨粗鬆症財団報告（令和３年度） 

⑤地域保健・健康増進事業報告(健康増進編)都道府県表（令和４年度） 

 

【目標値の考え方】 

①第２次計画策定時からおよそ15ポイント増加しているため、同様の上げ幅で目標値を設定する。 

②肺がんは令和２年度より大幅に減少しているため、令和元年度の値に改善することを目標とする。その他の種別はほぼ変

わらず推移（最大４ポイント）しており、国や県は 6～20％程度を上乗せした目標値を設定していることから、それぞれ

10％の上乗せした目標とする。 

③町内事業所数の増減が想定されるため、現状よりも増加させていくことを目標とする。 

④がん検診推計受診率同様10％上げることを目標とする。 

⑤年齢が上がるほど要精検者率は高くなり、今後高齢者の割合が増えることで要精検者率が上がることが予測されることか

ら、減少を目標とする。 

⑥（ア）現状値が愛知県より高いため、愛知県の現状値に近づけることを目標とする。 

⑥（イ）現状値×10％減少することを目標とする。 

⑥（ウ）現状値が愛知県より高いため、愛知県の現状値に近づけることを目標とする。

 

 

 
 



 

 

 
 

「イチオシの健康活動」とは、保健医療・福祉関係者や地域団体の代表者で構成されるワーキング部会で検討した町民の皆様

への健康づくりの提案と行政の取組をまとめたものです。 

 

 

健診（検診）を受診しやすい環境を整えます 

ヘルスリテラシーを高める風土づくりをします 



 

 

 

 
 

 

 

 

出典：「地域住民のヘルスリテラシー向上に寄与するアクティブラーニング教材の開発（聖路加国際大学）」) 

 

 

 
 

参考：公益財団法人骨粗鬆症財団 

ヘルスリテラシーって何？ 

 
骨粗しょう症とは？ 

●簡単チェックをしてみよう！ 

 
 
 
 
 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

高血糖って何？ 
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【データソース】 

幸田町 

①②④⑥⑦健康づくりに関するアンケート調査（令和５年度） 

③幸田町住民健康診査・人間ドック健康診査結果（令和５年度） 

⑤⑪３歳：３歳児健康診査（令和４年） 

⑧⑩中学生と高校生のタバコとお酒についてのアンケート調査（令和６年度） 

⑨４か月児健康診査（令和４年） 

⑪12歳：令和４年度地域歯科保健業務状況報告のまとめ 

愛知県 

①文部科学省「令和６年度全国学力・学習状況調査」 



 

②文部科学省「令和４年度学校保健統計調査」 

③⑤⑨⑪第３期健康日本21あいち計画における令和4年度の現状値 

④スポーツ庁「令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」 

 

【目標値の考え方】 

①目標値は県と同様の値とする。 

②（小学５年生）第２次計画策定時から悪化しているため、第２次計画策定時まで改善させることを目標とする。 

（中学２年生）中学２年生は第２次計画から改善しているため、さらなる減少を目標とする。 

③目標値は国や県と同様の値とする。 

④（男の子）国・愛知県より低いため、60分未満の子どもを減らすことを目標とする。 

（女の子）国・愛知県より高いため、目標値は県と同様の値とする。 

⑤目標値は県と同様の値とする。 

⑥（小学５年生）午後10～11時前に就寝している子ども（23.5％）の半数分が増加することを目標とする。 

（中学２年生）午後11～０時前に就寝している子ども（27.5％）の半数分が増加することを目標とする。 

⑦５％以上の減少を目指す。 

⑧現状よりも増加することを目標とする。 

⑨目標値は県と同様の値とする。 

⑩現状よりも増加することを目標とする。 

⑪目標値は県と同様の値とする。 

 



 

 



 

「イチオシの健康活動」とは、保健医療・福祉関係者や地域団体の代表者で構成されるワーキング部会で検討した町民の皆様

への健康づくりの提案と行政の取組をまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省 生活習慣病予防のための健康情報サイト「ｅ-ヘルスネット」 

睡眠と休養は健やかな成長の源 

小学生からのタイムマネジメント教育を通じて、親子で生活習慣を見直し、 

家族全員で健康的な生活を目指します 

正しい生活習慣を理解するためには、子どもだけの取組では限界がありま

す。 

親子で一緒に健康づくりに取り組むことで、家族全体で健康になる流れを 

作りましょう。 

また、「振り返り→取組→振り返り」の流れを作ることで、取組による変化が

わかり、より良い生活習慣を築いていくことにつながります。 

特にデジタル機器の使い方は次世代の健康に大きく関わります。 

正しい使い方、適度な使用時間を心がけましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２人以上で食事をする人×１日に２回以上、主食、主菜、副菜を３つそろえて食べる

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【データソース】 

幸田町 

①③健康づくりに関するアンケート調査（令和５年度） 

②後期高齢者医療健康診査実績値（令和４年度） 

愛知県 

①第３期健康日本21あいち計画における令和５年度の現状値 

②後期高齢者医療健康診査実績値（令和４年度） 

③第３期健康日本21あいち計画における令和4年度の現状値 

 

【目標値の考え方】 

①年齢による格差があるため、まずは現状値が最も高い40歳代の値に近づけることを目標とする。 

②現状よりも増加することを目標とする。 

③目標値は県と同様の値とする。 

 

２人以上で食事をする人×１日に２回以上、主食、主菜、副菜を３つそろえて食べる



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「イチオシの健康活動」とは、保健医療・福祉関係者や地域団体の代表者で構成されるワーキング部会で検討した町民の皆様

への健康づくりの提案と行政の取組をまとめたものです。  

できることから共食に取り組みます 

 
 
 
 
 
 

 

 

一人暮らしの人や働いている人、ま

た子どもが習い事をしている家庭で

は、誰かと一緒に食事をする機会が

減りがちです。一緒に食事をするこ

とが難しい場合でも、家族や友人、

職場の人たちと食事に関する情報を

共有することで、交流のきっかけを

増やせます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

共食をするメリット 



 

 

 

  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  


